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一市
長
が

「
戦
後

し
い
発
展
が
尊
い
犠
牲

上
に
成
り
立

っ
て
い
る
こ

と
を
忘
れ
ず
、
豊
か
な

土
を
築
い
て
い
き
た
い
」

と
追
悼
の
辞
を
述
べ
た
。

１
９
４
４
年
の
フ
ィ
け

ピ
ン

・
レ
イ

父

一
二
さ
ん
を
亡
く

戦
没
者
を
し
の
び
、
平
和
へ
の
思
い
を
新
た
に
し
た
追

悼
式

な
景
色
が
た

く
さ
ん
見
れ

て
楽
し
め
ま

香
山
康

二
さ
ん
（６５
）
＝

市
押
入

＝
が

「
戦
争

大
の
不
幸
。
世
界
で
は
い

ま
だ
に
武
力
紛
争
が

地
域
が
あ
る
が
、
協
力

て
平
和
な
社
会
を

つ

こ
と
を
誓
う
の
で
安
ら
か

に
眠

っ
て
く
だ
さ
い
」
と

遺
族
を
代
表
し
て
あ
い
さ

つ
し
た
。

参
列
者

一
人

一

壇
に
献
花
し
、
平
和

ヘ

思
い
を
新
た
に
し
た
。
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万
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【３
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間
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′
ヽ
”■
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１
く
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し
た
。

入
社
し
て
８
年
。
岡
山

ム
も
随
分
と
変
わ

っ
て
お

市
外

へ
の
赴
任
は
駆
け
出

り
、
す

っ
か
り

「
浦
島
太

し
時
代
の
笠
岡
以
来
、
４

郎
」
の
気
分
で
す
。

年
ぶ
り
２
度
目
と
な
り
ま
　
　
ｏ

ｎ
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ビ

ジ

ョ
ン
で

す
。
お
ま
け
に
前
部
署
は
、

は
、
主
に
サ

ッ
カ
ー

・
Ｊ

た
こ
と
が
数
多
く
あ
り

ま
し
た
。

支

社

勤

務

の
魅

力

は
、
な
ん
と
い

っ
て
も

「
人
情
」
。
津
山
市
政

の
担
当
に
な
り
、
数
多

く
の
出
会
い
に
胸
躍
ら

ん
」
。
ど
ん
な
出
合
い

が
待

っ
て
い
る
や
ら
。
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一
品

へ
の
情

報
提
供
、
お
待
ち
し
て

い
ま
す
―
（松
山
慎

二
）

ご
ん
ご
テ
ン
ポ

（わ
ら
や
倶

山
お
宝
事
典
（広
野
地
区
）

東
高
東
雲
祭
）
▽
５７
情

■

・
００
　
津
山
消
防
音
楽
隊

コ
ン
サ
ー
ト

（９

・
１３
、
ベ
ル

フ
ォ
ー
レ
津
山
）
技
の
彩
～
伝

統
工
芸
に
息
づ
く
色
▽
５７
情
報

ラ
イ
ン

（１３
、
・５
、
・７
、
・９
、

２．
、
２３
時
再
放
送
）

２０

．
００
　
岡
山
県
９
月
定
例

議
会

（開
会
）

ィ
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意
見
が
出
た
。

ま
た
、
中
心
市
街
地

地
元
商
工
団
体
や
市
民

ら
約
■
５
０
人
が
参
加
。

学
生
に
よ
る
空
き
店
舗

の

人１
の
約
６
千
人
に
減

っ

な
ど
を
企
画
し

］
湾
申
¨
ψ
」
熱
輌
¨

い
、
と
Ｌ
，
た
デ
ー
々

市街地活性化策を探る

ま
ち
な
か
の
活
性
化
へ
意
見
を
交
わ
し

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

て
き
た
美
作
大
の
長
谷
川

弘
直
客
員
教
授
や
、
既
に

国
の
認
可
を
得
て
ま
ち
な

か
の
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
鳥
取
県
米
子
市

の

協
議
会
ス
タ

ッ
フ
ら
パ
ネ

リ
ス
ト
３
人
が
意
見
を
述

べ
合

っ
た
。

「
商
店
街
は
歩
い
て
暮

ら
せ
る

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ

ィ
ー
の
実
現
に
欠
か
せ
な

い
既
存
の
イ

ン
フ
ラ
「
人

ロ
ーー
万
人
の
津
山
市
の
中

心
市
街
地
で
な
く
、
人

口

２０
万
人
を
超
す
美
作
圏
域

全
体

の
中
心
と
し
て
位
置

付
け
る
必
要
が
あ
る
」
な

ど
、
ま
ち
な
か
の
意
義
や

役
割
を
見
直
す
べ
き
と
の

うちブく某意見交換や講演

紹
介
さ
れ
、

「

間
団
体
、
市
民
が
と
も
）

取
り
組
ま
ね
ば
、

は
う
ま
く
い
か
な
い
」

ど
の
意
見
が
出
た
。

日
本
大
商
学
部

の
真
屋

尚
生
教
授

‐‐‥

身

＝
が

「
安
心
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
城
下
町
つ
や

ま
を
皆

の
力
で
」
と
題
し

て
基
調
講
演
。

「
住

け
ら
れ
る
、
よ
り
良

い

津
山
市
の
中
心
市
街
地

（ま
ち
な
か
）
の
将
来
像

を
模
索
す
る
ま
ち
づ
く
り

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
９
月
２７

日
、
同
市
新
魚
町
の
ベ
ル

フ
ォ
ー

レ
津

山

で

開
か

が
本
年
度
策
定
す
る

「中

心
市
街
地
活
性
化
基
本
計

画
」

へ
の
提
言
を
来
年
１

月
に
す
る
の
に
伴
い
、
市

民
の
機
運
盛
り
上
げ

へ
企

ち
づ
く
リ

ヘ

し
、
私
が
帰
郷
し
て
住
み

た
い
と

山
に
し
て
」
と
話
し
た
。

バ
久
岡
広
和
）

、
学
識
経
験
者
ら
が
意

」
。

地
元
商
店
街
や
企
業
な

体
で
今
春
発
足
し

た

「市
中
心
市
街
地
活
性

化
協
議
会
」
が
主
催
。
市
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